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ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない
場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

LM75A

2 線式インタフェース対応デジタル温度センサおよび温度監視機能 IC

I2C® はフィリップス社の登録商標です。

概要

LM75A は、 デルタ - シグマ型 A/D コンバータと I2C® インタ
フェースを備えた業界標準のデジタル温度センサです。
LM75A の温度読み取り値は 9 ビットのデジタル値で表され、精
度は－ 25 ℃～ 100 ℃で± 2 ℃、 － 55 ℃～ 125 ℃の範囲に
わたって± 3 ℃です。

LM75A は＋ 2.7V ～＋ 5.5V の単一電源で動作します。 最大 
400kHz で動作する 2 線式インタフェースでの通信が可能です。
LM75A にはアドレス・ピンが 3 本あり、 最大 8 個の LM75A デ
バイスが同じ 2 線バス上で動作できます。 LM75A はリミット値や 
ヒステリシスを設定できる専用の過熱出力 (O.S.) を備えていま
す。 この出力のフォルト ・ トレランスのレベルはプログラム可能 
で、 エラー条件が連続して何回発生したら O.S. をアクティブ状
態にするかをユーザーが定義できます。 

広い温度範囲と動作電圧範囲に対応し、 I2C インタフェースを
採用していることから、 LM75A は幅広いアプリケーションで理
想的なデバイスとして動作します。 アプリケーション例として、 基
地局、 電気的テスト装置、 OA 機器、 パーソナル ・ コンピュー
タ、 その他性能上温度監視が重要となるシステムが挙げられま
す。 LM75A は、 SOP-8 パッケージと MSOP-8 パッケージで供 
給されます。

アプリケーション

■ 汎用的なシステム温度監視

■ 通信インフラ

■ テスタ

■ 環境モニタリング

特長

■ 外付け部品不要

■ 消費電力を最小限に押えるシャットダウン ・ モード 
( スタンバイ ・ モード ) を装備

■ 1 本の I2C バスに最大 8 個まで LM75A が接続可能

■ 電源投入時のデフォルト値によりサーモスタットとしてスタン
ドアローン動作が可能

主な仕様

■ 電源電圧 LM75A 2.7V ～ 5.5V

■ 電源電流 通常動作時 280 μA (typ)  

シャットダウン時 4 μA (typ)  

■ 検出精度 － 25 ℃～ 100 ℃ ± 2 ℃ (max) 

－ 55 ℃～ 125 ℃ ± 3 ℃ (max) 

ブロック図



2 www.national.com/jpn/

L
M

75
A

ピン配置図

LM75A SOP-8/MSOP-8

ピン説明

代表的なアプリケーション

FIGURE 1.   Typical Application

ピン名 ピン # 機能 標準回路

SDA 1 I2C シリアル双方向データ ・ ライン、 
オープンドレイン

コントローラから、 プルアップ抵抗または電流ソースに接続

SCL 2 I2C クロック入力 コントローラから、 プルアップ抵抗または電流ソースに接続

O.S. 3 過温度シャットダウン、 
オープンドレイン出力

プルアップ抵抗、 コントローラ割り込みライン

GND 4 電源グラウンド グラウンド

＋ VS 8 正の電源電圧入力
2.7V ～ 5.5V の DC 電圧。 近くに 10μF バルク ・ コンデンサを持つ 
100nF バイパス ・ コンデンサ

A0-A2 7,6,5 ユーザー設定の I2C アドレス入力 グラウンド (Low、 “0”) または VS (High、 “1”)
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格

温度─デジタル変換電気的特性

特記のない限り、 以下の仕様は、 LM75AIM については＋ VS ＝＋ 2.7 ～ 5.5VDC に対して適用されます (Note 6)。 太文字表記の  
リミット値は TA ＝ TJ ＝ TMIN ～ TMAX にわたって適用され、その他のすべてのリミット値は TA ＝ TJ ＝ 25 ℃に対して適用されます。

電源電圧ピン ( ＋ VS) － 0.3V ～＋ 6.5V

A0、 A1、 A2 ピンの電圧 － 0.3V ～ ( ＋ VS ＋ 0.3V)、
必ず 6.5V 以下

OS、 SCL、 SDA ピンの電圧 － 0.3V ～＋ 6.5V

各ピンの入力電流 (Note 2) 5mA

パッケージの入力電流 (Note 2) 20mA

保存温度範囲 － 65 ℃～＋ 150 ℃

ESD 耐性 (Note 4) LM75A

 人体モデル 2,500V

 マシン ・ モデル 250V

 帯電デバイス ・ モデル 1,000V

O.S. 出力シンク電流 10mA

O.S. 出力電圧 6.5V

定格温度範囲 TMIN ～ TMAX

 (Note 5) － 55 ℃～＋ 125 ℃

電源電圧範囲 ( ＋ VS) 
 LM75A +2.7V ～ +5.5V

ハンダ付けのプロセスは、 National Semiconductor’s Reflow 
Temperature Profile 規格に準拠してください。 
www.national.com/JPN/packaging/ をご覧ください (Note 3)。 
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ロジック電気的特性 
デジタル DC 電気的特性

特記のない限り、以下の仕様は、LM75AIM と LM75AIMM については＋ VS ＝＋ 2.7 ～ 5.5VDC に対して適用されます (Note 6)。 
太文字表記のリミット値は TA ＝ TJ ＝ TMIN ～ TMAX にわたって適用され、 その他のすべてのリミット値は TA ＝ TJ ＝ 25 ℃に対し  
て適用されます。

I2C デジタル ・ スイッチング特性

特記のない限り、 以下の仕様は、 LM75AIM と LM75AIMM については＋ VS ＝＋ 2.7 ～ 5.5VDC に対して適用されます。 特記
のない限り、 出力ライン上では 80pF です。 太文字表記のリミット値は TA ＝ TJ ＝ TMIN ～ TMAX にわたって適用され、 その他の   
すべてのリミット値は TA ＝ TJ ＝ 25 ℃に対して適用されます。

LM75A のスイッチング特性は、一般に公表されている I2C バスの規定に完全に合致するかまたはより優れています。 以下のパラメー 
タは、 LM75A の SCL 信号と SDA 信号との間のタイミング関係を示したものです。 I2C バスの特性を示したものではありません。
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ロジック電気的特性 ( つづき )

Note 1: 「絶対最大定格」 とは、 IC に破壊が発生する可能性があるリミット値をいいます。 「動作定格」 とはデバイスが機能する条件を示しますが、 特定の 

性能リミット値を示すものではありません。 保証された仕様、 試験条件については 「電気的特性」 を参照してください。 保証された仕様は 「電気的

特性」 に記載されている試験条件においてのみ適用されます。 デバイスが記載の試験条件下で動作しない場合、 いくつかの性能特性が低下する

ことがあります。

Note 2: いずれかのピンで入力電圧 (VI) が電源電圧を超えた場合 (VI ＜ GND または VI ＞＋ VS)、 そのピンの入力電流を 5mA 以下に制限しなければなり

ません。 最大パッケージ入力定格電流 (20mA) により、 電源電圧を超えて 5mA の電流を流すことができるピン数は 4 本に制限されます。

Note 3: リフロー温度プロファイルは、 鉛フリー ・ パッケージの場合と非鉛フリー ・ パッケージの場合で異なります。

Note 4: 人体モデルの場合、 100pF のコンデンサから直列抵抗 1.5kΩ を通して各ピンに放電させます。 マシン ・ モデルの場合は、 200pF のコンデンサを介

して直接各ピンに放電させます。 帯電デバイス ・ モデル (CDM) は、 デバイスが摩擦電気または静電気の誘導過程によって帯電した後、 接地された 

対象物や表面に突然接触した場合に発生する ESD 現象を特徴とする、 特定の回路です。

Note 5: LM75A の接合部 ・ 周囲温度間熱抵抗 (θJA) は、 Figure 3 で示されるプリント回路基板に実装した場合、 以下の表のように規定されています。

Note 6: LM75A のどのデバイスも、 3V ～ 5.5V の電源電圧範囲 ( ＋ VS) にわたって適切に動作します。 これらのデバイスは、 それぞれの公称電源電圧に 

おける定格の精度 に対してテストされ、 規定されています。 精度は、 電源電圧＋ VS が公称電源電圧から変化するにつれて、 代表値で 1 ℃ /V の  

割合で低下します。 

Note 7: リミット値は、 ナショナル セミコンダクターの平均出荷品質レベル (AOQL) に基づき保証されます。

Note 8: "Temperature Conversion Time" 仕様は温度データの更新頻度を明示する目的で提供されています。 LM75A はいかなるときもアクセスが可能であり、   

温度レジスタからは最新の温度変換によって得られた結果が読み出されます。 LM75A にアクセスした時点で変換処理が行われていた場合、 変換は 

中断され通信終了後に中断された変換は破棄され、 新たな変換が再開されます。 通信と通信の間に 1 変換サイクル以上の待ち時間を空けることなく 

連続で LM75A にアクセスすると、 デバイスは温度レジスタの更新が行えず新たな温度変換結果を得られません。 以上から、 LM75A に連続アクセ 

スする場合は 300ms 以上の待ち時間を空けてください。

Note 9: 精度を最大限に得るために、出力負荷を最小限に抑えてください。 シンク電流が大きくなるにつれて、内部発熱によってセンサの精度に影響します。 

これは、 最大シンク電流時および接合部 ・ 周囲温度間熱抵抗に基づく飽和電圧で、 0.64 ℃の誤差を招きます。

Note 10: ノイズの多い環境下では、 誤った検出動作を最小限に抑えるために、 O.S. がセットされる前に O.S. Delay は最大 6 変換サイクルまでユーザーにより  

プログラム可能です。

Note 11: デフォルト値は、 電源投入時に設定されます。

Note 12: 代表値 (typ) は、 TA ＝ 25 ℃で得られる最も標準的な数値です。

Note 13: SDA ラインを tTIMEOUT を超えた時間 Low に保持すると、 LM75A は SDA をリセットし、 シリアルバス ・ コミュニケーションは IDLE ステートになります

(SDA はハイ ・ インピーダンス )。
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ロジック電気的特性 ( つづき )

FIGURE 2.   Temperature-to-Digital Transfer Function (Non-linear scale for clarity)

FIGURE 3.   Printed Circuit Board Used for Thermal Resistance Specifications
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代表的な性能特性

Accuracy vs Temperature (LM75A)

1.0 機能説明

LM75A 温度センサは、 バンドギャップ ・ タイプ温度センサと 9
ビット A/D コンバータ (8 ビット＋サイン ・ デルタ - シグマ型 A/D
コンバータ)を組み合わせたものです。 LM75Aの温度出力デー 
タは、 I2C バスを介して常に有効です。 変換中は変換を中断し 
て読み出し、 終了後変換を再開します。 デジタル ・ コンパレー 
タ部も同様温度センサとコンパレータが組み合わされたもので、
読み出しデータをプログラム可能な設定ポイントやヒステリシス
の値と所望の設定回数 (1 ～ 6 変換サイクル ) だけ比較します。
このコンパレータは、 モードと出力信号極性がプログラム可能
で、O.S. 出力信号ラインを制御します。 LM75A の SDA と SCL 
ラインにはローパス ・ フィルタが内蔵されています。 ノイズの多 
い環境でもシリアル ・ コミュニケーションの信頼性が向上してい
ます。

また LM75A は、 バス ・ フォールト ・ タイムアウト機能を内蔵し
ています。 SDA ラインが tTIMEOUT ( 仕様を参照 ) を超えた時間  
Low に保持されると、 LM75A はシリアルバスを IDLE にリセッ
トし (SDA はハイ ・ インピーダンス )、 新しいスタート条件を待ち
ます。 タイムアウト機能はシャットダウン ・ モードでは動作しませ 
ん。

1.1 O.S. 出力、 TOS、 THYST リミット

コンパレータ ・ モードでは、 O.S. 出力はサーモスタットと同様の
動作をします。 温度が TOS リミット値を超えた場合にこの出力は   
アクティブになり、 温度が THYST リミット値以下に下がった時に 
非アクティブ状態になります。 このモードでは、 O.S. 出力は冷
却ファンを ON にしたり、 非常時のシステム・シャットダウンの初
期化、 またはシステム ・ クロックスピードの低減などに用いられ
ます。

割り込みモードでは、 温度が TOS を超えると O.S. 出力がアク
ティブになりますが、 I2C インタフェースを介していずれかのレ  
ジスタへ読み出しを行ない、 これによって割り込みモードがリ
セットされるまでアクティブ状態を保持します。 一旦、 検出温度 
が TOS を超えて O.S. 出力がアクティブになり、 その後にリセット
すると、 再びアクティブになるには、 検出温度が THYST 以下に
なることが必要です。 再び、 次の読み出しによるリセットが行わ 
れるまでアクティブ状態を保持します。 LM75Aをシャットダウン・ 
モードにすることによっても同様に O.S. 出力はリセットされます。

1.2  パワーアップおよびパワーダウン

LM75A は、 電源投入時には常に既知の状態にあります。
LM75A の電源投入時のデフォルト条件は、 以下のようになりま
す。

1 コンパレータ ・ モード

2 TOS は 80 ℃に設定

3 THYST は 75 ℃に設定

4 O.S. ピンはアクティブ Low

5 ポインタは温度レジスタ : 00 に設定

電源電圧が約 1.7V 以下である場合には、 LM75A はパワーダ
ウン ・ モードと認識されます。 電源電圧が公称 1.7V のパワー 
アップ ・ スレッショルド以上になると、 内部レジスタは、 上記の
パワーアップ ・ デフォルト値にリセットされます。

1.2.1 スタンドアローン ・ サーモスタット ・ モード

パワーアップ時に、 LM75A が I2C バス上に接続されていない
場合には、 LM75A は上記のパワーアップ時のデフォルト条件
を持ったスタンドアローン ・ サーモスタットとして動作します。 こ 
れはオプションですが、 ノイズ耐性を改善するために、 アドレ
ス ・ ピン (A2、 A1、 A0)、 SCL ピン、 SDA ピンを相互に接続
してから 10kΩ プルアップ抵抗を介して＋ VS に接続することを
推奨します。 これらのピンのいずれかを別個に 10kΩ プルアッ 
プ抵抗に接続して High レベルに保持することもできます。

1.3 I2C バスインタフェース

LM75A は、 I2C バス上でスレーブとして動作します。 このとき、
SCL ラインは I2C のクロック入力として、 SDA ラインは双方向シ
リアル・データバスとして動作します。 I2C バスの規定に準じて、 
LM75A は 7 ビットのスレーブ・アドレスを備えています。 スレー 
ブ・アドレスの上位 4 ビットは LM75A 内部で、 当デバイスが温
度センサであることを示すアドレス 1001 としてハードウェア配線
されています。 残りの下位 3 ビットは、 同一 I2C バス上に接続 
される温度センサのアドレス設定用ビットとして A2-A0 ピンに割
り当てられており、 これらのピンは Low (0) の場合にはグラウン 
ドに、 High (1) の場合には＋ VS に接続して設定します。

完全なスレーブ ・ アドレスは以下のようになります。 
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1.0 機能説明 ( つづき )

Note 14: これらの O.S. の割り込みモードでのリセットは、 LM75A が読み出しを行なった場合にのみ生じます。 その他の場合には、 いかなるときにも、 O.S. は 

アクティブ状態にあります。

FIGURE 4.   O.S. Output Temperature Response Diagram

1.4 温度データ ・ フォーマット

温度データは、 温度レジスタ、 TOS 設定ポインタ ・ レジスタと
THYST 設定ポインタ ・ レジスタから読み出され、 TOS 設定ポイ
ンタ・レジスタと THYST 設定ポイント・レジスタに書込まれます。
温度データは、1LSB が 0.5 ℃に相当する 9 ビット分解能 (8 ビッ
ト＋サイン ) を持ち、 2 の補数形式で表わされます。

1.5 シャットダウン ・ モード

シャットダウン ・ モードは、 I2C バスを介して構成レジスタ内の
シャットダウン ・ ビットを設定することによって有効になります。
シャットダウン ・ モードでは電源電流が著しく低減します。 個別 
の待機時消費電流の仕様は電気的特性の各表を参照してくだ
さい。 O.S. は、 割り込みモードでは設定がリセットされ、 コンパ
レータ ・ モードでは不定となります。 このとき I2C インタフェース  
はアクティブ状態を保持します。 クロック信号と I2C バスのデー  
タラインの状態によっては、 わずかにシャットダウン ・ モード時
の待機時消費電流が増加します。 シャットダウン ・ モード時でも 
TOS 設定ポインタ ・ レジスタ、 THYST 設定ポインタ ・ レジスタ、
構成レジスタの内容の読み書きが可能です。

LM75A の場合、 タイムアウト機能はシャットダウン ・ モードでは
オフになります。

1.6 FAULT QUEUE

LM75A がノイズの多い環境下で使用される場合に、 O.S. の
誤った検出動作を防ぐために、 Fault Queue (O.S.Delay) を最大  
6 変換サイクルまでユーザーによりプログラム可能です。 この遅 
延機能により設定された fault 数だけ連続的に O.S. 出力の設定
としてあらわれます。

1.7 コンパレータ / 割り込みモード

Figure 4 の O.S. Output Temperature Response Diagram に示さ     
れるように、 O.S. をトリガするイベントは、 コンパレータ ・ モード
と割り込みモードの両モードでまったく同一です。 割り込みモー 
ドでの最も重要な違いは、 一旦 O.S. 出力がセットされると、 設
定状態を保持することです。 割り込みモード中に O.S. 出力をリ 
セットするには、 LM75A のいずれかのレジスタから読み出しを
実行して行ないます。

1.8 O.S. 出力

O.S. 出力はオープンドレイン出力で内部プルアップはされてい
ません。 一般的には、 プルアップ抵抗によって何らかの外部 
ソースからプルアップ電流が供給されるまでこのピンが、High レ
ベルにはなりません。 抵抗値の選択は、 多くのシステムファクタ 
に依存しますが、 一般的にはプルアップ抵抗はできるだけ大き
くしてください。 これによって、 LM75A の内部発熱による誤差 
を最小限に抑えられます。 プルアップ抵抗の最大値は、 
LM75AのHigh Level Output Current特性に基づいて求められ、   
2V の High レベル (TTL の High レベル ) を得るには 30kΩ に
設定します。
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1.0 機能説明 ( つづき )

1.9 O.S. の極性

O.S. 出力極性は構成レジスタを介してアクティブ Low ( デフォル 
ト ・ モード ) またはアクティブ High のどちらかにプログラム可能

です。  アクティブ Low モードでは、 O.S. 出力は、 Figure 4 の   
O.S. Output Temperature Response Diagram に示されるのとまっ    
たく同一の条件で Low になります。 アクティブ High モードで
は、 単に O.S. 出力の極性を反転させるだけで、 その他はアク
ティブ Low モードとまったく同一です。

1.10 内部レジスタ構成

LM75A には 4 つのデータレジスタと、 追加の製品 ID レジスタ
があります。 レジスタはポインタ ・ レジスタによって選択されま
す。 電源投入時には、 ポインタは “000” の温度レジスタに設定 
されます。 ポインタ ・ レジスタは、 最後に設定されたレジスタが 
どこであろうとも常にラッチされます。  割り込みモードでは、  
LM75Aの読み出しまたはデバイスをシャットダウンした時にO.S.
出力をリセットします。 Read Only レジスタである温度レジスタと  
LM75A の製品 ID レジスタを除いたすべてのレジスタは読み書
きが可能です。

LM75A への書き込みは、 常にアドレス ・ バイトとポインタ ・ バ
イトが対象レジスタのデータ ・ バイトと 1 セットになって含まれま
す。 構成レジスタへの書き込みには、 1 データ ・ バイト (8 ビット 
幅 ) が必要で、 TOS レジスタと THYST レジスタへの書き込みに
は、 2 データ ・ バイト (16 ビット幅 ) が必要になります。 

LM75A の読み出しは次の 2 つの方法のうちどちらかによって行
われます。 ポインタによってラッチされたレジスタが正しい場合 
には ( 温度データが最も頻繁に LM75A から読み出されるデー

タなので、 大抵の場合に、 ポインタは温度レジスタを指定する
ことが予想される )、 読み出しはアドレス ・ バイト (1 データ ・ バ
イト ) とこれに続く相当数のデータ・バイトによってのみ構成され
ます。 ポインタ ・ レジスタの設定が必要な場合には、 アドレス ・ 
バイト＋ポインタ ・ バイト、 マスタによるくり返しスタートコマンド
(Repeat Start) ＋別のアドレス・バイトに続いて所望のレジスタの 
読み出しが実行されます (Figure 5 (b)、 Figure 6 (a) 参照 )。

温度レジスタの最初のデータ ・ バイトは、 MSB ファースト形式
の MSB バイトとなります。温度条件を決めるのに読み出す必要
のあるデータだけが許容されます。 例えば、 温度データの最初 
の 4 ビットが過温度条件を示す場合には、 ホスト ・ プロセッサ
は、 直ちにこの過温度を下げるための動作を実行します。 読み 
出し終了時に、 LM75A はマスタから認識 (Acknowledge) また
は未認識 (No Acknowledge) のどちらかを受信します ( 未認識 
は、 一般的にマスタが最後のバイトを読み出したことを示すス
レーブへの信号として使われます )。
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1.11 ポインタ ・ レジスタ ( どのレジスタの読み出し / 書き込みを行なうかを選択するレジスタ )

P0 ～ P1: レジスタ選択

P3 ～ P7: 必ず "0" に固定してください。

1.12 温度レジスタ ( 読み出しのみ ) :

D0-D6: 未定義ビット。 D7-D15: 温度データビット。 2 の補数表示で 1LSB ＝ 0.5 ℃。

1.13 構成レジスタ ( 読み出し / 書き込み ) :

電源投入時のデフォルト値は、 すべてのビットが 0 です。

D0: シャットダウン ・ ビット :  1 にセットした場合には、 LM75A は低消費電力モードに入ります。

D1: コンパレータ / 割り込みモード選択ビット : このビットが 0 のときコンパレータ・モードに、1 のときに割り込みモードに設定されます。

D2: O.S. の極性設定ビット :  このビットが 0 のときアクティブ Low に、 1 のときにアクティブ High に設定されます。 すべての場合で   
O.S. ピンは、 オープンドレイン出力として動作します。

D3 ～ D4: Fault Queue:  ノイズによる O.S. 出力の誤った検出動作を避けるために O.S. が設定される前に必要な faults の検出回数。    
faults 機能は変換が終わった後動作します。 個別の温度変換時間の仕様は電気的特性の各表を参照してください。

D5 ～ D7: これらのビットは出荷時のテストで使われるもので、 通常動作時には 0 に保持してください。

1.14 THYST および TOS レジスタ ( 読み出し / 書き込み ) :

D0 ～ D6: 未定義ビット D7 ～ D15: THYST および TOS 温度設定データビット。 電源投入時は、 デフォルトで TOS ＝ 80 ℃、  
THYST ＝ 75 ℃に設定されています。

1.15 PRODID: 製品 ID レジスタ 

( 読み出し専用 ) ポインタ ・ アドレス : 07h

D4 ～ D7 製品 ID ニブル。 このデバイスが LM75A であることを一意に識別する Ah が常に戻されます。

D0 ～ D3 ダイ ・ リビジョン ・ ニブル。 リビジョン ・ レベル 1 を一意に識別する 1h が戻されます。
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2.0 アプリケーション ・ ヒント 
LM75A のような温度センサ IC で温度を測定する場合、 所望
の結果を得るには、 センサがダイ自身の温度を測定するのを理
解することが必要です。 LM75A の場合には、ダイと外界との間 
の最も優れた温度検出経路は、 LM75A のピンを介した経路で
す。 8 ピン MSOP パッケージでは、 GND ピンは直接ダイに接
続されています。 したがって、 GND ピンが最も良い温度検出
経路です。 その他のピンが異なった温度である場合には ( 通常 
はあまりないが、 可能性はあります )、 そのピン温度は、 ダイ
の温度に影響を与えますが、GNDピンほど大きくはありません。
8 ピン SOP パッケージの場合には、 どのピンも直接ダイに接続
されていないため、 どのピンもすべてダイの温度に同じような影
響をもたらします。 これらのピンは、 LM75A のダイへの良い温 
度検出経路を代表しているので、 LM75A は、 実装されたプリ
ント回路基板の温度を正確に測定できます。 プラスチック ・ パッ 
ケージと LM75A のダイとの温度検出経路の影響は小さいで
す。 周囲温度がプリント回路基板の温度と著しく異なっている 
場合には、 測定温度の影響は小さいです。 

プローブタイプのアプリケーションでは、 LM75A をシールド ・ メ
タル ・ チューブの内部に実装し、 バスに浸したり、 タンクの細
い穴にねじ込むこともできます。 LM75A とその配線や回路は、 
一般の IC と同様にリークや腐食を防止するために絶縁し、 乾
いた状態を保つ必要があります。 これは特に結露するような低 
い温度で動作する場合にあてはまります。 LM75A およびその 

配線と回路のリークや腐食を防止するために、 プリント基板の
コーティング、 ワニス、 Humiseal などのエポキシ塗布や侵漬が
よく使用されます。

2.1 デジタル ・ ノイズの問題

LM75A は、 バス ・ ノイズの影響を軽減するために、 SCL と
SDA の両デジタル ・ ラインにローパス ・ フィルタを内蔵していま
す。 このフィルタによって LM75A のコミュニケーション機能はノ 
イズが多い環境でも信頼性が確保されますが、 常に適切なレイ
アウト設計を行ってください。 デジタル信号配線はスイッチング 
電源から離してノイズの重畳を抑えてください。 また、 高速な遷 
移を伴う他のデジタル信号は、 SDA と SCL に対して直角で交
差するように配線してください。

LM75A の SDA または SCL ラインに、振幅が 400mVpp (LM75A 
のヒステリシスの代表値 ) を超える過度のノイズ、＋ Vs を 300mV
以上超えるオーバーシュート、 あるいはグラウンドを 300mV 以
上下回るアンダーシュートが重畳した場合、 正常なシリアル・コ
ミュニケーションが阻害されるときがあります。 シリアルバスで 
ACK ( 確認 ) 応答が返されない現象が最も多く、バス上に不必 
要なトラフィックが発生します。 シリアルバスの最高周波数は 
400kHz に過ぎませんが、 プリント基板上の配線が長い場合、
または複数のデバイスがバスに接続されている場合は、 適切な
終端を行なう必要があります。

3.0 代表的なアプリケーション

I2C インタフェースを使用する場合には、 O.S. ピンをアクティブ High に設定し、 O.S. ピンを直接 Q2 のゲートに接続してください。

FIGURE 7.   Simple Fan Controller, Interface Optional
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3.0 代表的なアプリケーション ( つづき )

FIGURE 8.   Simple Thermostat, Interface Optional

FIGURE 9.   Temperature Sensor with Loudmouth Alarm (Barking Watchdog)
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

8-Lead (0.150 Wide) Molded Small Outline Package (SOP), JEDEC
Order Number LM75AIM, LM75AIMX

NS Package Number M08A

8-Lead (0.118 Wide) Molded Mini SOIC Wide Package
Order Number LM75AIMM, LM75AIMMX

NS Package Number MUA08A
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生命維持装置への使用について
ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の製品は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL  
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用する こ とは
認められていません。
こ こ で、 生命維持装置またはシステム と は （a） 体内に外科的に使用される こ と を意図された もの、 または (b) 生命を維持あ るいは
支持する ものをいい、 ラベルによ り 表示される使用法に従って適切に使用された場合に、 これの不具合が使用者に身体的障害を与
え る と 予想される ものをいいます。 重要な部品 と は、 生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、 これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因 と な り それらの安全性や機能に影響を及ぼすこ と が予想される ものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関し て、 弊社ではその責を負いません。 

また掲載内容は予告無 く 変更される こ とがあ り ますのでご了承 く だ さい。

ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料 （日本語 / 英語） はホームページよ り入手可能です。 www.national.com/jpn/

こ の ド キ ュ メ ン ト の内容はナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社製品の関連情報 と し て提供されます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は、 こ の発行物の内容の正確性または完全性について、 いかな る表明または保証もいた し ません。 また、 仕様 と 製品説明を予告な
く 変更する権利を有し ます。 この ド キ ュ メ ン ト はいかなる知的財産権に対する ラ イセン ス も、 明示的、 黙示的、 禁反言によ る惹起、
またはその他を問わず、 付与する ものではあ り ません。

試験や品質管理は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社が自社の製品保証を維持する ために必要と考え る範囲に用いられます。 政府が 
課す要件によ って指定される場合を除き、 各製品のすべてのパラ メ ータの試験を必ずし も実施するわけではあ り ません。 ナシ ョ ナ
ル セ ミ コ ンダ ク ター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の部品  
を使用し た製品および製品適用の責任は購入者にあ り ます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品を用いたいかな る製品の使用ま 
たは供給に先立ち、 購入者は、 適切な設計、 試験、 および動作上の安全手段を講じ なければな り ません。

それら製品の販売に関するナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社と の取引条件で規定される場合を除き、ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は一切の義務を負わないもの と し、 また、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品の販売か使用、 またはその両方に関連する特定目 
的への適合性、 商品の機能性、 ないしは特許、 著作権、 または他の知的財産権の侵害に関連し た義務または保証を含むいかな る表
明または黙示的保証も行いません。
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